
主として林縁に生える落葉性のつる草で、茎は褐色で木化する。小葉は3-5枚、卵形で先はとがり、ときに3

裂するが鋸歯はない。今年伸びた枝に1-3対の葉をつけ1個の花を頂生する。花期は5-6月。花は上向きに

完全に開き、径7-12cmになる。

生育地の一部では、保全活動が行われている。加東市
の現状は2019年に確認。

里地の林縁環境の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、三田市、加東市、姫路市、相生市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 特殊な分布

キンポウゲ科

兵庫県ランク…カザグルマ
環境省ランク… NTClematis  patens  C.Morren et Decne.


